
平成１３年度当初予算 基本事務事業目的評価表

［基本事務事業名］工場・事業場の排水対策の推進事業（２０１）
［評価年月日］ 平成１２年１１月１４日
［主担当部課名］ 大気水質課
［記入課名・課長名・電話］ 大気水質課 課長 筒井照雄 ０５９－２２４－２３８４

１ 総合計画の政策体系上の位置づけ
政策 ：資源循環型社会の構築（Ⅲ－２）
施策 ：水環境の保全（ ３ ）
総合計画の目標項目 ：環境基準の達成・維持
波及効果・副次的効果を及ぼすと考えられる施策 ：快適で豊かな農山漁村づくり

２ 基本事務事業を巡る環境変化（過去、現状、将来）
・対象となる工場・事業場数は年々増加している。
・基準項目追加等水質規制が強化された。
・環境保全への住民意識の高まり。
（将来）
・規制対象工場・事業場は今後も増加する。
・今後も規制は強化される。
・休廃止鉱山から坑廃水が流出し続ける限り継続的に処理を行わなければならない。

３ 基本事務事業の目的と成果
3-(1) 対象と意図（何をどういう状態にしたいのか）
水質汚濁物質の排出量を削減するため、排水基準の遵守など、法、条例の規制を的確に実施する。

3-(2) 成果指標名・成果指標式（総合計画の目標項目には＊を付す）
法・条例遵守率
（立入検査実施件数／立入検査計画数）×（１－（違反件数／立入検査実施件数 ））

②変更した場合の成果指標名・成果指標式

3-(3) 設定した成果指標に関する説明（指標動向に影響する要因、指標の有用性、設定の理由など）
法・条例の基準違反がなくなることを目標としている。

3-(4) 結果（施策における2010年度の目標）
環境基準の達成・維持

４ 基本事務事業の評価
4-(1) 前年度（H11年度）における基本事務事業の結果評価
①前年度に行った内容と成果
水質汚濁防止法等により工場・事業場の排水について立入検査等を実施し指導を行った。

②前年度に残った課題
排水基準違反等で指導した工場・事業場はまだ存在する。
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4-(2)本年度(Ｈ12年度)における基本事務事業の見込み評価
①本年度行っている内容と本年度終了時に見込まれる成果
継続して、排水の行政検査、施設の監視等の立入検査を実施し、工場・事業場から排出される汚濁
負荷量の一層の削減を図る。

②本年度残ると思われる課題

５ 基本事務事業の改革方向
工場・事業場の自主管理を推進し、県の指導等の事業量を削減する。
未規制事業場の指導について検討する。

６ 成果指標値及びコスト等の推移

成果指標値 総合計画 予算額等 必要概算（千円）

目 標 実 績 目標数値 所要時間 コスト（時間） （千円）

前々年度 ２６，５８４
(H10年度) １ ０．９５ ２６，２３６ １３６，２５１

前年度 ２０，５９４
(H11年度) １ ０．９６ ２１，８７６ １１１，３８０

本年度 １１，０４９
(H12年度) １ １５，５５０ ７６，２０４

本年度補正後 + or + or( ▲) ( ▲)
(H12年度) + or( ▲)

翌年度 １８，５７７
(H13年度) １７，８５０ ９３，３６９

計画目標年次
(H 年度)
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基本事務事業名： ４4/

８ 基本事務事業を構成する事務事業の詳細
※ 新規事務事業には、事務事業名に（新）を付す

事務事業名 １３年度 予算額 １３年度 所要時間
（担当課） 意図の指標名 事務事業の概要 予算額 前年度比 所要時間 前年度比

（千円） （±千円） （時間） （±時間）

工場・事業場排水規制 法・条例遵守率 水質汚濁物質の排出量を削減するため 立入検査等を実施し、 、 4,129 40 15,200 - 200
費（大気水質課） 法、条例による水質規制を的確に実施する。

休廃止鉱山鉱害防止事 坑廃水処理後の目標水 坑廃水による水質汚濁を防止する。 8,725 1,785 150 0
業補助金 商工振興課 質達成度（ ）

小規模事業場等排出状 排水実態把握度 水質汚濁防止法等の規制対象外となっている小規模事業場等 5,723 5,723 2,500 2,500
況調査（新） の排水水質の状況を調査し、よりよい水質保全対策のための
（大気水質課） 施策の検討を行う。


